
腹
さ
れ
た
が
東
冶
は
海
上
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
焉
に
侯
官
が
置

か
れ
後
湊
末
に
及
ん
だ
も
の
と
見
え
る
。
此
０
地
方
の
地
理
沿
革

が
不
明
瞭
に
な
り
孤
々
の
誕
が
行
は
れ
る
に
至
っ
た
０
は
、
か
λ

る
冶
扇
の
曖
昧
な
存
在
に
基
く
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
か
く
て
私
は

略
々
従
来
０
脆
を
信
じ
乍
ら
、
冶
と
東
冶
と
の
開
係
に
就
い
て
は

右
の
如
く
考
り
た
い
。
聊
か
卑
見
を
述
べ
て
批
評
に
代
へ
る
次
第

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
比
野
丈
夫
）

四
四
満
洲
責
録

　

東
洋
史
研
究
會
叢
刊
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今

　

西

　

春

　

秋
諜
稿

　
　
　
　

東
洋
史
研
究
會
は
隔
月
に
「
東
洋
史
研
究
」
を
世
北
問
ふ
の
降

　
　
　

か
、
學
術
資
料
の
刊
行
を
計
畳
し
、
そ
の
叢
書
を
「
東
洋
史
研
究

　
　
　

會
叢
刊
」
と
名
づ
け
た
。
今
度
そ
の
第
一
冊
と
し
て
同
人
今
西
春

　
　
　

秋
學
士
の
諜
忙
か
λ
る
満
和
對
譚
満
洲
賞
録
を
推
し
た
。

　
　
　
　

同
書
は
奮
奉
天
崇
謨
閣
所
蔵
の
満
洲
賓
録
を
テ
キ
ス
ト
に
用
ひ

　
　
　

そ
の
満
文
０
箇
所
を
願
諜
し
た
も
０
で
あ
る
。
満
文
は
メ
レ
ｙ
ド

　
　
　

ル
フ
０
式
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｉ
ヾ
ナ
イ
ス
し
、
之
に
諜
文
を
附
し
た
美

　
　
　

濃
版
洋
紙
で
凡
そ
四
百
頁
０
大
冊
で
あ
り
、
解
脆
並
に
人
名
地
名

Ｊ
‐

　
　

索
引
を
附
し
た
良
心
的
な
書
で
あ
る
。
今
日
満
洲
文
を
解
讃
す
る

６ｊ

　
　

事
に
於
い
て
す
ら
可
成
り
の
苦
努
を
要
す
る
時
ゝ
諜
者
は
難
解
な

る
育
録
を
全
課
し
、
且
之
が
謄
寫
に
従
事
す
る
事
一
年
齢
＃
-
-
文
字

通
り
猫
力
に
て
成
っ
た
書
で
あ
る
。
吾
々
は
此
り
書
を
手
に
し
て
。

敏
め
て
譚
者
０
刻
苦
精
働
り
程
を
思
ひ
、
衷
心
か
ら
の
薇
意
を
捧

げ
る
に
吝
で
は
な
い
。

　

譚
者
は
「
浦
洲
育
録
は
稀
栽
の
書
で
あ
り
、
常
人
の
披
見
の
不

可
能
な
る
事
を
思
ひ
、
索
引
代
り
に
此
の
書
の
譚
刊
を
思
ひ
た
っ

た
」
と
謙
譲
な
る
言
葉
を
述
べ
て
居
る
が
、
貢
は
譚
者
の
一
日
頃
志

す
史
科
の
巌
密
な
る
批
判
か
ら
出
登
し
た
そ
の
成
果
の
育
践
を
見

る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

近
時
清
太
胆
育
録
に
就
い
て
見
て
も
数
種
類
の
刊
行
を
見
た
。

満
洲
賓
録
も
そ
０
一
で
あ
る
が
同
書
の
特
色
は
満
漢
蒙
０
三
健
で

記
さ
れ
た
所
謂
檜
入
本
で
あ
る
鮎
に
存
す
る
。

　

今
西
學
士
は
そ
の
劈
作
「
清
三
朝
貢
録
の
纂
修
」
（
史
林
十
九
巷

三
。
四
葬
）
に
於
い
て
之
等
一
聯
の
貢
録
を
最
密
に
批
判
系
統
づ
け

て
所
謂
満
洲
貢
録
０
満
文
を
以
っ
て
、
尤
も
原
初
的
な
形
式
と
し

た
。
そ
し
て
「
太
阻
貢
録
に
依
捺
せ
ん
と
す
る
時
に
は
先
づ
満
洲

育
録
に
Ｉ
襖
り
そ
の
他
の
漢
文
責
録
、
或
は
改
修
貢
録
の
如
き
は
之

を
一
の
解
憚
と
し
て
參
考
す
れ
ぼ
よ
い
と
云
ふ
事
に
な
る
」
と
の

結
論
を
下
し
た
。
我
々
は
こ
の
見
解
に
従
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

’
更
に
満
文
満
洲
資
録
の
重
要
性
は
同
學
士
の
指
摘
の
如
く
之
を
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通
じ
て
満
文
老
槽
を
解
蹟
し
得
る
鮎
に
存
す
る
。
浦
文
老
槽
は
内

藤
先
生
に
よ
り
清
初
史
研
究
の
第
一
の
史
料
と
折
紙
づ
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
手
に
よ
り
我
が
邦
に
将
来
さ
れ
て
以
来

三
十
年
、
未
だ
に
そ
の
史
料
的
性
質
の
鮮
明
は
不
問
に
さ
れ
た
ま

ま
腿
さ
れ
て
あ
る
。
然
し
乍
ら
そ
の
難
解
の
故
に
放
置
す
る
事
は

許
さ
れ
な
い
。
満
洲
変
録
・
の
満
文
は
満
文
老
槽
を
基
礎
に
し
て
纂

修
さ
れ
た
事
は
周
知
の
事
変
で
あ
り
、
又
こ
の
事
か
ら
同
貫
４
　
よ

り
老
槽
に
入
り
得
る
と
云
ふ
可
能
性
が
存
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

歴
史
に
於
い
て
は
先
づ
正
確
な
知
識
に
基
い
て
物
語
る
事
が
何

よ
り
も
要
求
さ
れ
る
が
、
例
へ
ば
史
料
批
判
と
云
ふ
如
き
「
地
下

の
作
業
」
は
何
と
酬
は
れ
る
事
０
少
い
仕
事
で
あ
ら
う
か
。
而
し

て
こ
の
作
業
を
怠
っ
た
所
の
如
何
に
も
不
安
な
危
か
し
い
建
築
物

が
何
と
多
く
輩
出
し
て
居
る
事
か
。
か
ｘ
る
折
同
書
の
刊
行
の
重

要
性
は
強
調
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。

　

今
西
學
士
の
満
洲
変
録
の
願
譚
は
色
々
の
鮎
よ
り
見
て
清
初
史

學
界
を
一
歩
前
進
せ
し
め
た
も
０
と
言
ひ
得
よ
う
。

　

本
書
は
譚
稿
で
あ
り
、
同
學
士
は
そ
の
學
的
良
心
か
ら
早
く
も

そ
の
定
譚
の
完
成
に
精
進
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
成
る
日
の
一
日
も

速
か
な
る
を
所
る
。
倚
本
誌
彙
報
を
參
照
せ
ら
れ
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
田
・
村
泰
助
）

　

大
金
弔
伐
ヽ
鋒

　

大
金
弔
伐
録
に
は
従
来
。

　
　

両
墨
海
金
壷
所
牧
本

　

上
下
二
春

　

ひ
倒
守
山
間
叢
書
所
牧
本

　

四
春

の
二
種
の
刊
本
が
あ
っ
た
が
、
昨
今
こ
の
書
の
印
行
相
糧
い
で
行

は
れ
、
昨
年
に
は
。

　
　

剛
四
部
叢
刊
三
編
史
部
所
牧
『
弔
伐
録
』
上
７
　
二
倦

が
刊
行
せ
ら
れ
、
更
に
今
年
に
入
っ
て
は
。

　

ｏ
㈲
中
國
内
貳
外
禰
歴
史
叢
書
第
三
冊
所
牧
『
大
金
弔
伐
録
』
四

　
　
　

春

　

っ
関
國
學
文
庫
第
三
十
六
編
『
大
金
弔
伐
録
』
四
春

の
甕
刊
を
見
、
こ
Ｘ
の
と
こ
ろ
弔
伐
録
の
営
り
年
の
観
を
呈
し
て

ゐ
る
。
し
か
し
近
刊
向
㈲
同
三
種
の
内
、
㈲
向
は
共
に
倒
守
山
閣

本
の
重
印
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
従
来
行
は
れ
て
ゐ
た
倒
金
壷
本
関

守
山
閣
本
に
近
刊
倒
四
部
叢
刊
本
を
加
へ
て
弔
伐
録
は
三
種
の
刊

本
を
有
つ
こ
と
Ｘ
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
田
は
張
海
鵬
が
超
然
堂

奥
氏
（
常
熟
０
奥
長
か
）
所
蔵
抄
本
に
攘
っ
て
墨
海
金
壷
に
入
れ
た

も
の
で
上
下
二
春
本
、
関
は
賤
煕
祚
が
四
庫
全
書
原
本
（
文
瀾
関

本
）
を
も
と
ｉ
し
、
之
を
恂
の
矣
氏
本
と
校
合
し
て
守
山
間
叢
書
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